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災害情報活用プラットフォーム

災害情報活用プラットフォーム
Earth Disaster Intelligent System Operational Network

EDiSON では地域や地方公共団体が抱える防災・減災に関する様々な課題把握や、空間情報を活用したリスク認知や課題の可視
化を通じ、地方公共団体への災害対応の高度化、防災教育・地域防災活動の支援と教育体制の強化、事業継続計画（BCP）をは
じめとする事業者への災害対応支援を図る。災害サイクルの中で一元的なデータの利活用を進め災害リスク分析評価・災害時の
情報共有・防災教育等の基幹システムで構成される。

EDiSONでは地域や地方公共団体が抱える防災・減災に関する様々な課題把握や、空間情報を活用したリス
ク認知や課題の可視化を通じ、地方公共団体への災害対応の高度化、防災教育・地域防災活動の支援と教育体
制の強化、事業継続計画（BCP）をはじめとする事業者への災害対応支援を図る。災害サイクルの中で一元
的なデータの利活用を進め災害リスク分析評価・災害時の情報共有・防災教育等の基幹システムで構成される。

災害情報活用プラットフォーム
Earth Disaster Intelligent System Operational Network

災害情報のアーカイブと防災教育への活用

関係機関との連携によるドローン情報共有および画像解析 空間情報とダッシュボードによるデータの可視化

関係機関との連携による多様な情報の集約・分析・評価

空間情報の高度活用社会

災害対策
サイクル

事前予測減災

発災

初動対応

評価

対応

復旧

復興

防災
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防災・減災DXを実現するための EDiSONとリスクマネジメントの構築
大分県災害データアーカイブ 災害情報ダッシュボード 災害リスク評価システム

河川水位システム避難所地震評価システムドローン情報共有化システム

防災・減災DXを実現するためのEDiSONとリスクマネジメントの構築

1300年間で発生した大分県内の災害情報
約5000件を収録。NHK大分放送局と共同開発

大分県災害対応支援システムと災害リスク評価システム
を連動し、災害情報をリアルタイムに分析・可視化

気象庁からの解析雨量をもとに、500mメッシュで
15時間先までの災害リスクをリアルタイムに評価

災害時にドローンで撮影された動画を一元的
に集約。動画から三次元情報の生成やLAS等
の点群データの利用機能を有し、大分県災害
対応支援システムと連動。

大分県内の主要な指定避難所等（約47個所）において、
震災時の計測震度および層間変位による建物の健全化
を評価

大分県内の主要河川における水位および危機管
理型水位をAIにより予測
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構成図

空間情報
土地利用・人口
ハザード・地形
災害履歴・地質

マルチハザードに関連する情報の利
活用と一元化に向けた仕組みづくり

空間分析
画像処理

気象庁データ
・解析雨量
・予測雨量

水位データ等

災害情報
（クロノロジー）

避難所情報

大
分
県

災
対
支
援
シ
ス
テ
ム

気
象
・
水
文

EMIS

動的情報

災害名

大
分
大
学

地震計・アバター

救急車位置情報

気象データ

ドローン

災異誌

平成29年７月豪雨
台風18号 等

ハザードマスター

特定外来種捕獲情報

大
分
県

気
象
・
水
文

オープンデータ

静的情報

避難所マスター

大
分
大
学

衛星データ

人口動態

国土数値情報

各種研究データ

文献等

施設マスター

機械学習
言語解析

事前予防・防災教育 災害対応支援 対応・復旧・復興支援

APIによるシステム連携研究情報

構成図

民
間
企
業

ドローン

地震計（SI値）

BCP

感染症（コロナおよび５類） 統
計
・
数
値
情
報

可視化
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機
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係
機
関

減災センター

附属病院
災害対策室
高度救命救急

感染症センター

ドローン協力

民間インフラ

EDiSON利用企業

大
分
県
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支
援
シ
ス
テ
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大分地方気象台

新聞社・マスコミ

地域コミュニティ

図書館・資料館
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内
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医
療
情
報

EDiSON

クライシスマネジメントに関する
データマネジメント
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災害時の対応に必要な「データの見える化」と「リアルタイム化」

EDiSONに統合化
されたデータ群

データの整理
目的に応じて分析

多次元分析

EDiSON
ダッシュボード

災害時の対応に必要な「データの見える化」と「リアルタイム化」
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大分県内災害情報の集約化と分析

大分県内市町村災害情報の集約 クロノロジー
（災害情報）

災害発生個所分析
（雨量、土壌雨量指数等）

言語解析
（災害種分類、重要度の抽出）

学習データ
（災害リスクパラメーター）

情報の可視化

大分県内災害情報の集約化と分析
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災害リスクを先読した災害時対応（防災の高度化）

気象/流域情報
6時間前から15時間
〇 1・24・48h雨量
〇 土壌雨量指数
〇 1・24・48h流域平均雨量
〇 流域雨量指数（平均流出量）
〇土砂災害発生リスク（独自指標）
〇ハザードマップとの重ね合わせ
〇地点情報（市町村平均値、河川平均）

500mメッシュによる評価

出典：気象庁

地点詳細情報 地点最大値予測
（15h以内）

地点グラフ

15h予測6h実績

スライダー

地図操作

災害リスクを先読した災害時対応（防災の高度化）
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災害情報の集約と可視化
災害情報の集約と可視化

避難所情報のモニター管理
避難者数の推移

スライダーにより時系列変化を確認
水位マップ（水位予測）
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状況を一元的に把握する（ダッシュボード）
状況を一元的に把握する
（ダッシュボード）

大分県災害対策本部

大分大学情報分析班（災害・医療福祉対策）

EDiSONダッシュボード

市町村別にも分析可能 災害情報分析機能
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過去に発生した災害級の降雨を活用したシミュレーション機能

リスク分析システム

過去に発生した災害級の降雨をもとに、その中心位置
を大分県（中部・北部・南部）にセットすることで、
気象災害のシミュレーションを実現するもの。ただし、
気象条件および降雨の再現性は一切無視しているため、
現実的にはあり得ない降雨パターンも発生することに
注意が必要。また水害は河川水位の算出ができていな
いため流出量および流域降水量から判断する必要があ
る。

令和２年７月豪雨
線状降水帯中心部を以下の地域にセット

〇線状降水帯大分県南部
期間：2020年7月2日  ～ 2020年7月4日

〇線状降水帯大分県杵築市
期間：2020年7月2日  ～  2020年7月4日

〇線状降水帯大分県西部
期間：2020年7月2日  ～  2020年7月4日

〇線状降水帯大分県中部
期間：2020年7月2日  ～ 2020年7月4日

令和４年台風14号
台風の中心部を以下の地域にセット

〇令和4年台風14号大分県中部・北部
期間：2020年7月2日  ～ 2020年7月4日
〇令和4年台風14号大分県西部
期間：2020年7月2日  ～  2020年7月4日

ダッシュボード6h前～現在～15h先

過去に発生した災害級の降雨を
活用したシミュレーション機能
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大分県災害時におけるドローンによる EDiSON緊急被災状況調査
大分県災害時におけるドローンによるEDiSON緊急被災状況調査
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全自動化による EDiSONドローン情報共有化システム

情報登録機関
◯行政機関
◯協力企業

EDiSONドローン情報共有化システム

大分県災害対応支援システム

システム連携

自律型ドローン運用システム（KDDI製）

ドローンを活用したモニタリングシステム

関係機関による情報の共有化

EDiSONリスク分析
全自動化によるEDiSONドローン情報共有化システム

情報登録

遠隔操作による運用を可能とする自動充電のための充電ス
テーション、モニタリング、防水防塵機能で構成されたド
ローンシステム。EDiSON側からの情報

提供・通知については
検討中 情報提供

調査依頼

大分県と大分県ドローン協議会による
災害時における緊急被災状況調査協定

状況調査
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地震発生時における被害状況の即時把握を目的とした地震計設置

地震発生時の避難所および施設の被害状況を分析

避難所など地点ごとの震度をキャッチ
2地点観測で建物
の被害状況を把握

身近な施設の
震度を把握

2
点
観
測

1
点
観
測

層間変形角による建物評価

LET通信
＜設置：66台・53施設＞
〇大分県内18市町村
・市庁舎、消防署
・公民館、病院（医学部附属病院

杵築市立山香病院）
〇大分大学施設
・旦野原キャンパス
・挾間キャンパス（附属病院）
・王子キャンパス（特別支援学校）
〇民間施設
・大分市内A社20階（長周期計測用）
・民間インフラ施設（6個所）

地震発生後15分後に建物の健
全度の解析結果をメールおよび
システムで表示

測定では地震発生時の地震動（震度）、加速度（gal）、SI値（kine）による施設被害損壊度を把握できる数値を表示

地震発生時における被害状況の即時把握を目的とした地震計設置
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EDiSON IoT 地震観測システムの概要

※精度評価については研究のため完全なものではありません。
2点設置された施設に関して計測した加速度を用いて建物への

揺れの影響を推定します。現在、研究中であり結果を断定するも
のではありません。

・被災度推定※機能

■ 緊急地震速報に紐づく計測情報メール（設置関係者）
緊急地震速報が発報された15分以内に、設置した各建物の
震度情報をメールで関係機関に一斉送信します。

■ 端末接続状態メール（大分大学CERD）
毎日定時に、接続が切れている端末の情報を大分大学CERD
で確認しています。

■ 計測情報メール（大分大学CERD）
管理端末で設定値以上の震度を計測した時、速報値として
震度情報が大分大学CERDに届きます。

EDiSON IoT地震観測システムの概要
2023年5月19日 豊後水道で発生したM4の地震結果

地震発生時に計測震度・地震動、SI値、カルテを表示
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大分県災害データアーカイブでハザードマップと重ねて見る過去の災害
大分県災害データアーカイブでハザードマップと重ねて見る過去の災害

NHK大分放送局のアーカイブ映像
大分県公文書館写真
大分合同新聞記事自然災害伝承碑

令和５年9月より大分県災害データアーカイブと国土地理院
「地理院地図」がデータ連携を開始
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災害対応から BCP への活用まで（民間企業への活用）

データ活用で実現した「災害対策の高度化」
様々なデータをEDiSONに統合することで、「災害リスク評価」「初動対応の迅速化」を図り、災害対策の高度化を実現する

機能名 用途（自治体） 用途（民間）
リアルタイム発災解析
15時間予測
リアルタイムアラート

避難指示タイミング
避難指示経路分析
避難指示

操業停止
従業員避難
従業員避難指示

リスク(被害)発生評価 被害想定・
避難優先順位
被害状況確認

物流管理
支店ごとの被災想定
重機・機材避難
支店ごとの被災状況確認

発災シミュレーション 発災時訓練、
被害シュミレーション

発災時訓練、
被害シュミレーション

衛星データ解析共有機能
(開発中)

被災状況の広域確認 圃場、工場、
物流広域確認

ドローン情報共有機能 被災状況の見える化 被災状況の見える化

データアーカイブ
(シミュレーション)

防災教育
地域別防災意識
頭上訓練

企業毎BCP被害想定
行動の教育

災害対応からBCPへの活用まで（民間企業への活用）

大分県事業による 先端技術を活用した企業防災力向上

大分県内15社を対象とした実証実験を実施中
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EDiSON を活用した防災活動への応用

EDiSONを活用した防災活動への応用

EDiSONによる過去の災害データ（気象や危険度）を活用した
地域防災活動（DIG・マイタイムライン・ワークショップなど）減災センターでは地域での集まりの際に個人、あるいはみんなで考え

ることができる“我が家の約束”シートを提供しています。


